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体内での局所的な遺伝子・薬剤導入技術は，がん治療を始め，筋組織損傷や脊髄損傷等の疾患の治療

に向けてその実用化が期待されている．また，人体の重量の約 60 %は水であり，体内の組織はほとんど

体液で満たされた環境にあるため，遺伝子・薬剤導入の際には液中での処理が必要とされる．近年，安

価な設備を用いて細胞内へ遺伝子を導入する方法としてプ

ラズマ照射の利用が報告されているが，一般に大気圧プラズ

マは気体中を進展していくものであり，体内での処理に応用

するのは難しい．そこで筆者らは生理食塩水中でのプラズマ

生成を試み，細胞膜透過性対する効果を評価したので，その

結果を報告する． 

液相プラズマ生成時の電極として，エッチングにより先端

曲率半径を制御したタングステンワイヤーを芯線とする同

軸電極を用いた．この電極に対して図 1 に示す高電圧パルス

回路[1]を用いてパルス電圧 (印加電圧 : Vin = 1.5kV，パルス

幅 : Tp = ~ 5 μs) を印加し，液相プラズマを生成した(図 2)．

本実験では薬剤を模擬した蛍光物質である YOYO-1 を使用

し，液相プラズマ照射後に，あらかじめ液中に加えた

YOYO-1 の細胞内導入を観測することで，細胞膜透過性変化

を評価した[2, 3]． 

図 3 に液相プラズマ照射後の細胞の典型的な(a) 明視野図

および(b) YOYO-1 の蛍光図を示す．図 3 (b)において，液相

プラズマ照射領域周辺の細胞にのみYOYO-1導入 (細胞膜透

過性促進) を示す緑色蛍光が観測され，この結果は空間選択

的な遺伝子，薬剤導入技術の実現に寄与すると考えられる． 

講演では，これらの結果に加え，導入領域を様々な条件下

で評価した結果も合わせて報告する． 
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図 1．液相プラズマ発生装置の概略図． 

 

図 2．典型的な液相プラズマ発生時の (a) 
シャドウグラフ図及び (b) 発光図，Vin = 
1.5 kV，Tp = 5 µs． 

 
図 3．典型的な (a) 明視野図及び (b)  
YOYO-1 の蛍光図，Vin = 1.5 kV，Tp = 6 µs． 
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